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世界的レベルでの
教育システム

　①昭和43年4月。平成12年に日本
眼鏡専門学校と早稲田眼鏡専門学
校が合併して開校。平成16年に校名
を東京眼鏡専門学校に変更。
　②卒業生6641人（全日制4083
人、通信教育2490人、ケチャム通信
68人）。在校生372人。
　③英会話、心理学、人体のしくみ、
光学入門、光サイエンス、眼鏡光学、
光学機器、眼科学、薬理学、眼のしく
み、屈折測定論、両目視機能検査、眼
鏡製作・調整、フィッティング実習、コ
ンタクトレンズ、流通論概論、眼鏡店
経営、眼鏡店マネジメント、メガネと
ファッション、カラーコーディネイト、人
間工学、プロダクトデザインの基礎、
手作りメガネ工房、学内実習、学外学
習など。
　修学旅行（国内・必須）＝フレー
ム・レンズ工場見学。
　④実践的な眼鏡技術者・眼鏡店経
営能力者の育成と人格面での形成を
目指す。

　▽3年制カリキュラムと少人数制の
授業▽外部の眼鏡店等でのインター
ン制度により、実践力を強化▽クラス
アドバイザーによるきめ細やかな勉
学・生活指導▽ガイダンスや企業研
究など万全の就職指導。
　⑤2020年度より通信教育におい
て、ビデオ受講を多数取り入れ、従来
のスクーリングと併用して、より受講し
やすい形をとった。
　⑥2020年度の就職率は100％と
なった。
　2021年度は昨年に続き前半に新
型コロナウイルス感染症の影響によ
り、引き続き厳しい状況が続いてい
る。
　⑦専門学校卒業生の強みである
実践力を増々強化し、即戦力の眼鏡
技術者を養成したい。
　▽学生の教育水準を引き上げ、実
践的な技術者を輩出する▽国家検定
資格「眼鏡作製技能士」の取得を目
的とする教育を目指している。

①設立年月日
②卒業生数、在校生数
③カリキュラム
④教育方針
⑤この１年間の自校の変化
⑥昨年度就職状況、今年度就職展望
⑦今後の教育展望

　①昭和53年４月
　②卒業生1698人（全日制）、在校生
200人（通信教育生含む）
　③▽視覚のスペシャリストの育成を目
指したカリキュラム▽専門知識と技術の
総まとめのカリキュラム編成で、基礎から
専門までの総合力を確実に身につける。
　基礎科目は
英語、数学、生
物学、保健体
育学、英会話、
心理学。専門
科目は光学系
、眼鏡学系、医
学系、視科学
系で構成。
　④教育基本
法と学校教育
法に基づき、
国際視力検眼連盟の定める国際基準
に添ったカリキュラムで、一般教養のう
えに専門的学問を探求し、人々の視力
と視覚機能を保護育成することに献身
する専門の技術者（オプトメトリスト）
を養成することを目的としている。

　⑤スペシャルクリニックの反響が高
い。スポーツビジョンセンターでは地元
の高校野球選手をはじめ、各種スポー
ツ選手の測定およびトレーニングのア
ドバイスを行なっている。地元の高校
では、総合科目としてスポーツビジョン
の啓蒙を出前授業している。

　⑥2020年度は、希望者はほぼ全員
就職。
　⑦専門科目の充実を図り、世界的な
レベルのビジョンケアに必要となる教
育システムの確立に努力していく必要
がある。
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　眼鏡作製におい
て、顧客の眼鏡の
使用状況・使用目
的を聞き取ると共
に、視力の測定、レ
ンズ・フレームの販
売、加工前作業、レ
ンズ発注・加工、
フィッティング、引き
渡し、アフターケア
を行う眼鏡作製の
総合エキスパートと
なる「眼鏡作製技
能士」の国家検定資格制度の実施が
開始され、技能検定に合格すると『技
能士』として名乗れるようになる。
　導入された国家検定資格「眼鏡作
製職種」は、多くの歳月を掛けて誕生
した検定制度であり、多様化･高度化
する顧客のニーズに伴い､｢適切な診
断･治療｣と｢適切な眼鏡作製｣の双方
の実現に向けて､眼鏡技術者が眼科
専門医と連携しつつ､国民により良い
眼鏡を提供し､目の健康を守れるよう､
眼鏡作製の技能を高めていくことを目
的とし､眼科専門医との連携を含め､
眼鏡を必要とする顧客が視力補正用
眼鏡等を選択し購入する際に､眼鏡
店において行われる､視力の測定､レ
ンズ加工､フレームのフィッティング等
の業務について検定を実施するもの。
職業能力開発促進法 第47条第1項
の規定に基づき、技能検定職種のひと
つとして、令和3年8月13日に（公社）日
本眼鏡技術者協会が厚生労働大臣
から眼鏡作製職種の指定試験機関と
なることを受け、試験業務を実施する
ことになった。
　これまで眼鏡作製技能検定の実現
に向け活動してきた眼鏡技術者国家
資格推進機構の岡本育三代表幹事
は、11月の通常総会の中で、「生活者
の眼鏡店・眼鏡技術者選びに役立つ
国家検定『眼鏡作製技能士』が誕生
するわけですから、眼鏡技術者はこの
制度を大いに活用し、眼科専門医と連
携を図りながら、生活者から喜ばれる
眼鏡技術者になっていただきたい。こ
れまでの10年間に及んだ推進機構の
活動を支えてくださった皆様に感謝し
ます。また、新しい資格制度のもと、指
定試験機関の（公社）日本眼鏡技術

者協会が実施する
技能検定試験の
運用に対し、全面
的にサポートする
とともに、推進機構
が行ってまいりま
した、各種作業を
同技術者協会に
移行するように努
めて参ります。推進
機構としては、新し
い資格制度が、眼
鏡業界の健全な

発展に貢献できるよう、関係団体（組
織）との協調体制を取りながら、最後
まで最大限の努力をもって、活動に
取り組んでいきます。主な活動として
は、推進機構は2022年9月30日を
もって解散しますが、「眼鏡作製技能
士」の第1期誕生まで見届けます。眼
鏡業界全体の活性化に貢献できるよ
うに積極的に努力します。技術者協
会が行う情報提供や啓発活動、およ
びPR活動に協力します」などと話して
いる。

学科試験は
2022年4月20日に
8都市で実施予定

　11月10日頃には、眼鏡作製技能
検定の公式ホームページが公開さ
れ、試験内容、試験科目・範囲・細目、
試験日程などについて説明している。
　検定試験は、学科試験と実技試験
で実施され、両方の試験に合格する
と「眼鏡作製技能士」の称号が付与
されることとなる。等級は1級、2級の2
つからなる。
　学科試験は2022年4月20日午後
に、札幌・仙台・東京・名古屋・鯖江・
大阪・岡山・福岡の8都市（会場）で実
施される予定。申込は2022年2月28
日まで。
　実技試験（学科試験合格者対象）
は、7月25日～8月25日を予定してお
り、会場は札幌・仙台・東京・名古屋・
大阪・岡山・福岡の7都市（会場）とな
り、申込期間は2022年6月1日～30日
までを予定している。
　学科試験は1科目。合格判定基準
は満点の70％以上。

　実技試験（1級・2級共通）視力の測
定、フィッティング、レンズ加工の実技
試験。作業と評価内容は、眼鏡の接
客、販売において、お客の要望を把握
し、正確な視力の測定により完全補正
値を求め、レンズとフレームを適切に
組み合わせ、一人ひとりの顔に快適に
フィットさせるための知識と技能につ
いて評価する。

求められる水準

　求められる水準としては、1級は「後
進の目標となる眼鏡作製技能士」とさ

れ、トレンドを把握し、顧客の潜在的
ニーズを汲み取り、最新の技術で製造
されたレンズ、フレームを活用し、顧客
に最適な眼鏡を提案でき、必要な詳
細な知識・技能のみならず、眼鏡作製
従事者の指導や育成が可能などとし
ている。
　2級は「業界のベースとなる眼鏡作
製技能士」とされ、顧客ニーズを汲み
取り、適切な眼鏡の提案ができ、必要
な概略の知識・技能を身につけ、顧客
ニーズに応じた眼鏡を作製することが
でき、必要な概略の知識・技能を身に
つけ、顧客ニーズに応じられるなどと

なっている。

標準テキストを販売

　眼鏡技能検定試験標準テキ
スト「眼鏡学教本～眼鏡作製技
能士を目指して～」も完成してい
る。販売元は眼鏡光学出版㈱。
価格は4400円（税込、送料別）。
注文は電話（03-5818-1871）
又 は 販 売 元ホームペ ージ
（ht tp s : / / gankyobooks . -
stores.jp/）より。

「眼鏡作製技能士」はじまる

2022年4月20日に8都市で学科試験
申込締切は2022年2月28日

【社員のレベルアップは通信教育で】
  春コース（４月開講） = ２年制
  秋コース（10月開講）=２年制

【眼鏡技術者への第一歩は全日制で】
●第一眼鏡学科（高校卒）=3年制
●第二眼鏡学科（短大・大卒）=2年制

目指す資格は
国家検定資格「眼鏡作製技能士」！
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